
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

測光手段と、該測光手段による測光結果に基づい
て露出値を自動演算する露出値演算手段 撮影者の操作により任意の露出値を設定する
露出値設定手段と、該露出値設定手段により設定された設定露出値を記憶する設定露出値
記憶手段と、該記憶手段に記憶されている該設定露出値を適時に呼び出す設定露出値呼び
出し手段と、 連続撮影 に行われる測光で得られた と

とを比較す
る測光値比較手段と、該測光値比較手段により との
差が所定基準値以上である時には該設定露出値記憶手段に記憶されている該設定露出値を
該設定露出値呼び出し手段により呼び出しさせて該設定露出値を該露光直前駒に対する露
出値として決定する露出値変更手段と、を有していることを特徴とするカメラ。
【請求項２】
該所定基準値をカメラ使用者が設定できる露出値変更基準設定手段が設けられていること
を特徴とする請求項１のカメラ。
【請求項３】
該測光手段は撮影画面を少なくとも２つ以上に分割して測光する多分割測光手段であり、
該露出値変更手段は、該多分割測光手段の複数の出力のうち少なくとも一つの出力が該先
行露光済駒測光値と比較して該所定基準値以上離れている時には該露光直前駒に対する露
出値を該設定露出値にする機能を有していることを特徴とする請求項１のカメラ。
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【請求項４】
測光手段と、該測光手段による測光結果に基づい

て露出値を自動演算する露出値演算手段 撮影者の操作により任意の露出補正値を設定
する露出補正値設定手段 該露出補正値設定手段により設定された設定露出補正値を記
憶する設定露出補正値記憶手段と、該記憶手段に記憶されている該設定露出補正値を適時
に呼び出す設定露出補正値呼び出し手段と、 連続撮影 に行われる測光で得られた

と
とを比較する測光値比較手段と、該測光値比較手段により

との差が所定基準値以上である時には該設定露出補正値記憶手
段に記憶されている該設定露出補正値を該設定露出補正値呼び出し手段により呼び出しさ
せて該設定露出補正値により該露光直前駒測光値に基づく露出値を補正して該露光直前駒
に対する露出値を決定する露出値変更手段と、を有していることを特徴とするカメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明はカメラに関し、特に、自動露出制御機能を有するとともに連続撮影可能なカメラ
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
現代のカメラは測光及び該測光の結果に基づいた露出演算並びに撮影後のフィルムの駒送
りなどの諸動作がすべて自動的に行われるように構成されている。従って、カメラ使用者
が該カメラのシャッターレリーズボタンを押し続けているだけで測光及び自動露出演算並
びに撮影後のフィルム駒送りが連続して自動的に行われ、連続撮影をすることができる。
このような機能を有するカメラにおいて従来から自動露出については数々の手法が取り入
れられてきた。例えば多分割測光は撮影エリアを図１５に示すように複数に分割して、そ
れぞれを部分的に測光をおこない同時に決められたアルゴリズムで処理して逆光状態など
撮影条件を検出して露出アンダーやオーバーになるのを防いだり、測光エリアを小さくし
て撮影するのが可能となった。また、分割数を細かくすることにより被写体のコントラス
トがある被写体にもきめ細かい制御が可能となっている。さらにレンズに被写体までの撮
影距離を示す距離情報を持つものも存在し、被写体の距離によって分割測光の重み付けを
行いより精度の高い露出制御を行う技術が知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、多分割測光といえども、苦手な被写体の条件があるなど問題点が存在した。また
、多分割測光であっても露出制御値を決めるアルゴリズムは一般的な撮影条件をモデル化
したものであり、撮影条件によっては撮影者の意志を尊重した露出値演算方式とは必ずし
も言えず、被写体の条件によっては撮影者の意図した通りの写真が得られないという問題
点が存在した。例えば連続撮影中に被写体の条件が順光から逆光に連続して変化する場合
は、カメラが逆光であると判断しても必ずしも撮影者の意図した露出値にならないことが
よく起こり、かといって撮影中に撮影者が露出値の設定をやり直すとシャッターチャンス
を逃してしまうという問題点が存在した。特に、被写体が自動車や鳥、飛行機のような動
体である場合には撮影者が被写体の動きに撮影者の全神経を集中させて撮影することが多
いのでこの問題は頻繁に起こっていた。
【０００４】
【発明の目的】
本発明の目的は、前述した従来のカメラに内在する問題点（すなわち、連続撮影中に撮影
シーンの被写界輝度が著しく変化したために露光直前測光値に基づいた露出条件ではよい
写真が撮影出来なくなるという問題点）を解決し、特に、カメラをパンニングもしくはテ
ィルティングさせながら連続撮影をする場合において失敗写真を撮影しないようにするこ
とができるカメラを提供することである。
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【０００５】
以下には本発明の目的を請求項毎に記載する。
【０００６】
請求項１の発明の目的は、「 測光手段と、該測光
手段による測光結果に基づいて露出値を自動演算する露出値演算手段 撮影者の操作に
より任意の露出値を設定する露出値設定手段と、該露出値設定手段により設定された設定
露出値を記憶する設定露出値記憶手段と、該記憶手段に記憶されている該設定露出値を適
時に呼び出す設定露出値呼び出し手段と、 連続撮影 に行われる測光で得られた

と
とを比較する測光値比較手段と、該測光値比較手段により

との差が所定基準値以上である時には該設定露出値記憶手段に記
憶されている該設定露出値を該設定露出値呼び出し手段により呼び出しさせて該設定露出
値を該露光直前駒に対する露出値として決定する露出値変更手段と、を有していることを
特徴とするカメラ」を提供することである。
【０００７】
請求項２の発明の目的は、「請求項１の構成を有するカメラにおいて、該所定基準値をカ
メラ使用者が設定できる露出値変更基準設定手段が設けられていることを特徴とするカメ
ラ」を提供することである。
【０００８】
請求項３の発明の目的は、「該測光手段が撮影画面を少なくとも２以上に分割して測光す
る多分割測光手段であり、該露出値変更手段は、該多分割測光手段の複数の出力のうち少
なくとも一つの出力が該先行露光済駒測光値と比較して該所定基準値以上離れている時に
は該露光直前駒に対する露出値を該設定露出値にする機能を有していることを特徴とする
カメラ」を提供することである。
【０００９】
請求項４の発明の目的は、「 測光手段と、該測光
手段による測光結果に基づいて露出値を自動演算する露出値演算手段 撮影者の操作に
より任意の露出補正値を設定する露出補正値設定手段 該露出補正値設定手段により設
定された設定露出補正値を記憶する設定露出補正値記憶手段と、該記憶手段に記憶されて
いる該設定露出補正値を適時に呼び出す設定露出補正値呼び出し手段と、 連続撮影

に行われる測光で得られた と
とを比較する測光値比較手段と、該測光

値比較手段により との差が所定基準値以上である時
には該設定露出補正値記憶手段に記憶されている該設定露出補正値を該設定露出補正値呼
び出し手段により呼び出しさせて該設定露出補正値により該露光直前駒測光値に基づく露
出値を補正して該露光直前駒に対する露出値を決定する露出値変更手段と、を有している
ことを特徴とするカメラ」を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段及び作用】
前記課題を解決するために請求項１の発明は、「
測光手段と、該測光手段による測光結果に基づいて露出値を自動演算する露出値演算手段

撮影者の操作により任意の露出値を設定する露出値設定手段と、該露出値設定手段に
より設定された設定露出値を記憶する設定露出値記憶手段と、該記憶手段に記憶されてい
る該設定露出値を適時に呼び出す設定露出値呼び出し手段と、 連続撮影 に行われ
る測光で得られた と

とを比較する測光値比較手段と、該測光値比較手段
により との差が所定基準値以上である時には該設定
露出値記憶手段に記憶されている該設定露出値を該設定露出値呼び出し手段により呼び出
しさせて該設定露出値を該露光直前駒に対する露出値として決定する露出値変更手段と、
を有していることを特徴とするカメラ」を提供する。
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【００１１】
本発明のカメラによれば、例えばカメラをパンニングさせながら連続撮影を行っている場
合には、ある撮影位置で急激に被写体輝度が変化したような時には該露出値変更手段が露
光直前測光値に基づかない記憶露出値に自動的に変更して露出決定を行うので、該撮影位
置での撮影を撮影者の意図した露出値によって撮影することができる。
【００１２】
前記課題を解決するために請求項２の発明は、「請求項１の構成を有するカメラにおいて
、該所定基準値をカメラ使用者が設定できる露出値変更基準設定手段が設けられているこ
とを特徴とするカメラ」を提供する。
【００１３】
本発明のカメラによれば、露光直前駒に対する露出値を該記憶露出値に自動変更する際の
該所定基準値を撮影者の設定によって変化させることができるので、撮影者の意図した通
りの露出制御値に設定でき露光直前駒に対する露出値変更範囲を広くすることができる。
【００１４】
前記課題を解決するために請求項３の発明は、「該測光手段が撮影画面を少なくとも２つ
以上に分割して測光する多分割測光手段であり、該露出値変更手段は、該多分割測光手段
の複数の出力のうち少なくとも一つの出力が該先行露光済駒測光値と比較して該所定基準
値以上離れている時には該露光直前駒に対する露出値を該設定露出値にする機能を有して
いることを特徴とするカメラ」を提供する。
【００１５】
本発明のカメラによれば、例えばカメラをパンニングさせながら連続撮影を行っている場
合に、ある撮影位置で急激に被写体輝度が変化したような時には該露出値変更手段が露光
直前測光値に基づかない記憶露出値に自動的に変更して露出決定を行うので、該撮影位置
での撮影を撮影者の意図した露出値によって撮影することができる。
【００１６】
前記課題を解決するために請求項４の発明は、「
測光手段と、該測光手段による測光結果に基づいて露出値を自動演算する露出値演算手段

撮影者の操作により任意の露出補正値を設定する露出補正値設定手段 該露出補正
値設定手段により設定された設定露出補正値を記憶する設定露出補正値記憶手段と、該記
憶手段に記憶されている該設定露出補正値を適時に呼び出す設定露出補正値呼び出し手段
と、 連続撮影 に行われる測光で得られた と

とを比較する測光値
比較手段と、該測光値比較手段により との差が所定
基準値以上である時には該設定露出補正値記憶手段に記憶されている該設定露出補正値を
該設定露出補正値呼び出し手段により呼び出しさせて該設定露出補正値により該露光直前
駒測光値に基づく露出値を補正して該露光直前駒に対する露出値を決定する露出値変更手
段と、を有していることを特徴とするカメラ」を提供する。
【００１７】
本発明のカメラによれば、例えばカメラをパンニングさせながら連続撮影を行っている場
合に、ある撮影位置で急激に被写体輝度が変化したような時には該露出値変更手段が該設
定露出補正値記憶手段に記憶されている該設定露出補正値を該設定露出補正値呼び出し手
段により呼び出しさせて該設定露出補正値により該露光直前駒測光値に基づく露出値を補
正して該露光直前駒に対する露出値を決定するので、該撮影位置での撮影を撮影者の意図
した露出補正値に基づいて撮影することができる。
【００１８】
【実施例】
以下に図を参照して本発明のカメラの実施例を説明する。
【００１９】
＜第一の実施例＞
図３は本発明のカメラの電気的構成を示す概略図である。なお、図３に示す構成は後述の
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第二乃至第四の実施例においても共通のものであるから、本実施例においてのみ説明する
。
【００２０】
１はマイクロコンピュータであり、以下のカメラ各部の動きを制御する。
【００２１】
２は測光回路であり、画面を複数のエリアに分割し、各エリアの被写体の輝度をＴＴＬ測
光しマイクロコンピュータ１に送る役目をする。
【００２２】
３はレンズ制御回路であり、図４の撮影レンズ４の距離環と絞りを制御する。このレンズ
制御回路２は不図示のモーターを制御し、距離環と絞りを制御する。また、マイクロコン
ピュータ１はレンズの焦点距離情報や、距離情報、ベストピント補正情報、その他各種補
正情報などを受け取る。
【００２３】
５は調光センサーＩＣで、センサー部とＩＣ部からなっており、センサー部はカメラがＴ
ＴＬ調光撮影を行った時にフィルム面から反射した光を受光する。ＩＣ部はセンサーが一
定光量受光した時に内蔵ストロボ７に発光停止を指令したり、外付けストロボの発光ＯＮ
・ＯＦＦの信号を出力したりする。６は外付けストロボの接点であり、不図示の外付けス
トロボとの通信接点である。
【００２４】
７は内蔵ストロボで、調光センサーＩＣ５から充電や充電完了等の通信を行う。該ストロ
ボ７は、発光のための電荷を蓄えるためのコンデンサとキセノン管とを有するとともに、
キセノン管トリガー回路、発光を停止させる回路、フィルム面反射光測光回路、積分回路
など既存の回路を有し、シャッターユニットの先幕走行によりＯＮするＸ接点がＯＮする
ことで、ストロボの閃光を開始する。
【００２５】
８は焦点検出ユニットで、マイクロコンピュータ１からのセンサー蓄積開始信号を受け取
るとセンサーの蓄積を開始し、センサーの蓄積レベルが一定になるまで蓄積を行なう。蓄
積レベルが一定に成るとセンサーの蓄積を終了させ、センサーの蓄積が終了したことをマ
イクロコンピュータ１に通信する。マイクロコンピュータ１がセンサー信号読みだし通信
を行なうと、マイクロコンピュータ１にラインセンサーに蓄積された信号が読みだされ、
センサー駆動信号に同期してＡＤ変換を行い、ＡＤ変換された被写体の像信号から被写体
が撮影レンズによりどの位置に焦点を結んでいるかを既存の位相差検出法で演算によって
検出するようになっている。
【００２６】
９は写し込み回路であり、撮影時にフィルムに年・月・日、日・時・分、「ＨＡＰＰＹ　
ＢＩＲＴＨＤＡＹ」等のデータやメッセージを写し込む回路である。
【００２７】
１０はＤＣ／ＤＣコンバーターで、電池２１からマイクロコンピュータ１及び測光ＩＣ２
並びに調光センサーＩＣ５に必要な電源を供給する回路である。
【００２８】
１１はメモリであって、カメラが動作するために必要な情報を記憶しており、その他フィ
ルムの撮影枚数、ＩＳＯ感度情報等もここに記憶されている。
【００２９】
１２は液晶表示回路であり、シャッタースピード・絞り制御値、電池残量、オートフォー
カスなどのカメラの各撮影情報を表示する回路である。
【００３０】
１３はフィルム給送用フォトリフレクターであり、フィルムのパーフォレーションを検知
してフィルム巻き上げの停止位置を検出する。
【００３１】
１４はＤＸコード検出回路で、撮影に用いるフィルムの撮影可能枚数、ＩＳＯ感度、ラチ
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チュード情報などをマイクロコンピュータ１に出力する。
【００３２】
１５はスイッチセンス回路であり、液晶表示回路１２とともに常に電源が供給されており
、通常のカメラではカメラのレリーズボタン２９の撮影準備を始動させる第１ストローク
と連動しているスイッチＳＷ１や、測光値を記憶するＡＥロックスイッチや、後述のＩ．
Ｍモードになっているかどうか判別するＩ．Ｍモードスイッチ３０や、カメラの自動焦点
調節（ＡＦ）のモードを決めるスイッチなどを常に読みとることが出来る。
【００３３】
１６はシャッター制御回路であり、マイクロコンピュータ１の制御信号に従って不図示の
シャッターユニットの制御を行う。
【００３４】
１７はモータードライバーであり、マイクロコンピュータ１の制御信号に従ってモーター
１８を制御し、フィルムの巻き上げ巻き戻し、ミラーのアップ・ダウン、シャッターのチ
ャージを行う。
【００３５】
１９は赤目緩和ランプで、内蔵ストロボ撮影時に人間の眼が赤くなってしまういわゆる赤
目現象を緩和させるランプである。
【００３６】
２０は発振回路で、マイクロコンピュータ１を動作させるための駆動周波数を作り出す回
路である。
【００３７】
また、マイクロコンピュータ１には撮影のためのシャッターを動作させるためのスイッチ
ＳＷ２が接続されており、所定の条件を満たした状態でスイッチＳＷ２がオンになるとシ
ャッターの制御を行ない露光を開始する。
【００３８】
図４は本実施例のカメラの上面図である。モードセレクター２２はカメラの撮影モードを
設定し、ストロボアップスイッチ２３はＯＮすると内蔵ストロボ７がポップアップするス
イッチである。メインダイアル２４とサブダイアル２５は設定値を変化させるためのスイ
ッチである。ＡＥロック釦２６は測光値を記憶させるための釦である。給送モード設定ス
イッチ２７はフィルムの給送モードや給送スピードを切り換えるスイッチである。オート
フォーカスモードスイッチ２８はオートフォーカスのモードを切り換えるスイッチである
。
【００３９】
図１は本実施例のカメラの動作のフローチャートであり、このフローチャートを用いてカ
メラ全体の動作を説明する。
【００４０】
ステップ５１：測光・測距開始スイッチＳＷ１がＯＮであるかどうかを判断し、ＯＮであ
ればステップ５２に進み、ＯＮでなければステップ５１に戻りＳＷ１がＯＮになるまで繰
り返す。
【００４１】
ステップ５２：露光量を決定するために測光回路２を動作させて被写体の光量を測定し、
測光を行ってステップ５３に進む。
【００４２】
ステップ５３：カメラの給送モードが連続撮影かどうかを判定し連続撮影モードの時はス
テップ５４に進み、そうでない時はステップ５９へ進む。
【００４３】
ステップ５４：連続撮影１回目かどうか確認し、連続撮影１回目の時はステップ５９へ進
み、連続撮影２回目以降の時はステップ５５へ進む。
【００４４】
ステップ５５：Ｉ．Ｍ（Ｉｎｔｅｒｒｕｐｔ　Ｍａｎｕａｌ；以下Ｉ．Ｍとする）モード
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になっているかどうかを判定し、Ｉ．Ｍモードの時はステップ５６へ進み、そうでない時
はステップ５９へ進む。
【００４５】
ステップ５６：前回撮影時のデータをメモリから読込を行う。ステップ５７へ進む。
【００４６】
ステップ５７：前回の測光値と今回の測光値を比較してその差が±２Ｅｖより大きければ
ステップ５８へ進む。そうでない時はステップ５９へ進む。
【００４７】
ステップ５８：サブルーチンＩ．Ｍ　ＯＮを実行する。このサブルーチンの内容は後述す
る。
【００４８】
ステップ５９：被写体の焦点位置を検出して撮影レンズを焦点位置に移動するために測距
回路８を動作させて撮影レンズを焦点位置に移動しピントを合わせる動作を行ってからス
テップ６０に進む。
【００４９】
ステップ６０：撮影レンズから被写体の距離情報を読み込みステップ６１へ進む。
【００５０】
ステップ６１：被写体のフォーカス位置が無限大位置にあるかどうか判定し、無限大の位
置にある時はステップ６２に進みそうでない時はステップ６３へ進む。
【００５１】
ステップ６２：再測光を行う。フォーカス位置が無限大の時に再測光を行うのは無限大の
位置にあるということは太陽を測光している可能性が高いからである。
【００５２】
ステップ６３：レリーズスイッチＳＷ２がＯＮになっているかどうかを判断し、ＯＮであ
ればステップ６４に進み、ＯＮでなければステップ５１に戻る。
【００５３】
ステップ６４：電池がカメラが撮影を行える容量があるかどうか電池に負荷をかけてバッ
テリチェックを行う。
【００５４】
ステップ６５：バッテリチェックの結果電池が撮影可能な容量があるかどうか判断し、容
量が無い場合にはステップ７２に進む。
【００５５】
ステップ７２：撮影者に電池の容量が無いことを知らせるべく警告表示を行い、ステップ
５１に戻る。
【００５６】
ステップ６６：レリーズ動作を行うために測光値に基づいて決定された絞りの値に、レン
ズの絞りを絞り込みステップ６７に進む。
【００５７】
ステップ６７：演算された測光値を記憶しメモリ１１に格納する。
【００５８】
ステップ６８：ミラーアップを行ってステップ６９に進む。
【００５９】
ステップ６９：露光動作を行うためにシャッターを制御して所定時間シャッターを開き露
光動作を行いステップ７０に進む。
【００６０】
ステップ７０：ステップ６６で絞り込んだ絞りを開放位置に戻し、ステップ７１に進む。
【００６１】
ステップ７１：撮影したフィルムを次の駒に送り、ステップ５１に戻り一連の動作を終了
する。
【００６２】
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図２はサブルーチン「Ｉ．Ｍ　ＯＮ」のフローチャートである。
【００６３】
ステップ１０１：Ｉ．Ｍモードの設定値のシャッタースピード、絞り値を読み込むステッ
プ１０２へ進む。
【００６４】
ステップ１０２：シャッタースピード、絞りの表示を行いステップ１０３へ進む。表示は
ファインダー内表示は図５の様に、外部液晶表示は図７の様に表示される。Ｉ．Ｍモード
でない時は図８の様な表示を行う。
【００６５】
ステップ１０３：露出制御値の変更を行ってメインルーチンへ戻る。
【００６６】
次に本実施例のカメラのＩ．Ｍモードの設定方法を説明する。図６は本実施例のカメラの
モードセレクター２２である。まずモードセレクター２２をＩ．Ｍ
ＳＥＴのポジションにセットする。
【００６７】
その後メインダイアル２４を回転させることでシャッタースピード値を、サブダイアル２
５を回転させることで絞り値を変化させることにより設定出来る。Ｉ．Ｍモード設定中は
図１０のようにファインダー内に設定値などの表示を行い、図９の様に外部液晶パネル３
１にも設定値が表示される。
【００６８】
＜第二の実施例＞
第一の実施例と異なるところは第一の実施例では撮影者がシャッタースピードと絞り値を
設定出来るのに対して本実施例ではさらにＩ．ＭモードがＯＮになる条件を撮影者が設定
出来ることが特徴である。第一の実施例とは異なるＩ．ＭモードがＯＮになる条件の設定
方法を図１１を用いて説明する。
【００６９】
Ｉ．ＭモードがＯＮになる条件の設定方法はまず図１１のＩ．Ｍスイッチ３０をＳＥＴの
ポジションに設定する。この状態でデータ設定状態になっており、次にメインダイアルを
回転させることで設定値を変更する。設定状態を示したのが図１２である。Ｉ．Ｍスイッ
チ３０をＯＦＦまたはＯＮの位置に設定することで撮影状態に戻ることが出来る。
【００７０】
＜第三の実施例＞
第三の実施例の特徴は多分割測光の測光センサーのそれぞれの出力値のうち少なくともど
れか１つのセンサーの出力が一定以上異なるとＩ．Ｍモードになるようにしたところが異
なる。以下図１２及び１３を用いて第三の実施例を説明する。図１３は本実施例のカメラ
の動作のフローチャートであり、このフローチャートを用いてカメラ全体の動作を説明す
る。
【００７１】
ステップ２０１：測光・測距開始スイッチＳＷ１がＯＮであるかどうかを判断し、ＯＮで
あればステップ２０２に進み、ＯＮでなければステップ２０１に戻りＳＷ１がＯＮになる
まで繰り返す。
【００７２】
ステップ２０２：露光量を決定するために測光回路２を動作させて被写体の光量を測定し
、測光を行ってステップ２０３に進む。
【００７３】
ステップ２０３：カメラの給送モードが連続撮影かどうかを判定し連続撮影モードの時は
ステップ２０４に進みそうでない時はステップ２１２へ進む。
【００７４】
ステップ２０４：連続撮影１回目かどうか確認し連続撮影１回目の時はステップ２１２ヘ
進み連続撮影２回目以降の時はステップ２０５へ進む。
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【００７５】
ステップ２０５：Ｉ．Ｍモードになっているかどうかを判定し、Ｉ．Ｍモードの時はステ
ップ２０６へ進み、そうでない時はステップ２１２へ進む。
【００７６】
ステップ２０６：前回撮影時のデータをメモリから読込を行い、ステップ２０７へ進む。
【００７７】
ステップ２０７：前回の測光値と今回の測光値を各センサーごとに比較して、ステップ２
０８へ進む。
【００７８】
ステップ２０８：ステップ２０７で比較した値が±２Ｅｖより大きいセンサーが一つでも
あればステップ２０９へ進む。そうでない時はステップ２１２へ進む。
【００７９】
ステップ２０９：２Ｅｖ以上差があるセンサーが全てのセンサーであった場合はステップ
２１２へ進みそうでない時はステップ２１０へ進む。
【００８０】
ステップ２１０：Ｉ．Ｍモードの設定値の読み込みを行ってステップ２１１へ進む。
【００８１】
ステップ２１１：ステップ２１０で読み込んだ値を撮影時の露出制御値に変更する。
【００８２】
ステップ２１２：被写体の焦点位置を検出して撮影レンズを焦点位置に移動するために焦
点検出ユニット８を動作させて撮影レンズを焦点位置に移動しピントを合わせる動作を行
ってからステップ２１３へ進む。
【００８３】
ステップ２１３：レリーズスイッチＳＷ２がＯＮになっているかどうかを判断し、ＯＮで
あればステップ２１４に進み、ＯＮでなければステップ２０１に戻る。
【００８４】
ステップ２１４：電池がカメラが撮影を行える容量があるかどうか電池に負荷をかけてバ
ッテリチェックを行う。
【００８５】
ステップ２１５：バッテリチェックの結果電池が撮影可能な容量があるかどうか判断し、
容量が無い場合にはステップ２２２に進む。
【００８６】
ステップ２２２：撮影者に電池の容量が無いことを知らせるべく警告表示を行い、ステッ
プ２０１に戻る。
【００８７】
ステップ２１６：レリーズ動作を行うために測光値に基づいて決定された絞りの値にレン
ズの絞りを絞り込み、ステップ２１７に進む。
【００８８】
ステップ２１７：演算された測光値を記憶しメモリに格納する。メモリに格納するのは次
回撮影時に必要だからである。
【００８９】
ステップ２１８：ミラーアップを行ってステップ２１９に進む。
【００９０】
ステップ２１９：露光動作を行うためにシャッタを制御して所定時間シャッタを開き露光
動作を行いステップ２２０に進む。
【００９１】
ステップ２２０：ステップ２１９で絞り込んだ絞りを開放位置に戻し、ステップ２２１に
進む。
【００９２】
ステップ２２１：撮影したフィルムを次の駒に送り、ステップ２０１に戻り一連の動作を
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終了する。
【００９３】
＜第四の実施例＞
第一、第二の実施例では撮影者が設定出来るのはシャッタースピードと絞り値であったが
、本実施例では露出補正値を設定出来るのが特徴である。以下第一、第二の実施例と同じ
部分については省略し異なる部分を説明する。
【００９４】
Ｉ．ＭモードがＯＮになる条件の設定方法はまず図６のモードセレクター２２をＩ．Ｍ　
ＳＥＴのポジションに設定する。次にメインダイアル２４を回転させることで、露出補正
値を設定する。設定状態を示したのが図１４である。モードセレクター２２を別のポジシ
ョンにすることによってカメラはそのポジションに応じた設定となる。
【００９５】
＜発明と実施例との対応＞
請求項記載の「測光手段」は実施例の「測光ＩＣ」及びマイクロコンピュータ１に内蔵さ
れている手段に該当する。
【００９６】
請求項記載の「露出値演算手段」及び「設定露出値呼び出し手段」並びに「測光値比較手
段」及び「設定露出補正値呼び出し手段」は実施例のマイクロコンピュータ１に内蔵され
ている手段である。
【００９７】
請求項記載の「露出値設定手段」及び「露出補正値設定手段」は実施例の「ＡＥロック釦
２６」及び「サブダイアル２５」並びに「メインダイアル２４」に該当する。
【００９８】
請求項記載の「設定露出値記憶手段」及び「設定露出補正値記憶手段」は実施例の「メモ
リ１１」に該当する。
【００９９】
請求項記載の「露出値変更手段」は実施例の「モードセレクタ２２」及び「ＩＭスイッチ
３０」並びに「マイクロコンピュータ１」から成る手段である。
【０１００】
【発明の効果】
請求項１の発明のカメラによれば、例えばカメラをパンニングさせながら連続撮影を行っ
ている場合に、ある撮影位置で急激に被写体輝度が変化したような時には該露出値変更手
段が露光直前測光値に基づかない記憶露出値に自動的に変更して露出決定を行うので、該
撮影位置での撮影を撮影者の意図した露出値によって撮影することができる。
【０１０１】
請求項２の発明のカメラによれば、例えばカメラをパンニングさせながら連続撮影を行っ
ている場合に、ある撮影位置で急激に被写体輝度が変化したような時には該露出値変更手
段が露光直前測光値に基づかない記憶露出値に自動的に変更して露出決定を行うので該撮
影位置での撮影を撮影者の意図した露出値によって実行することができ、しかも、露出値
変更の判定基準値をカメラ使用者が設定できるので任意の露出値で撮影することができる
。
【０１０２】
請求項３の発明のカメラによれば、請求項１のカメラにおける該測光手段が多分割測光手
段であるため、撮影画面の一部の測光値のみが著しく変動した場合にも撮影直前測光値に
基づかない設定露出値に変更することができ、撮影画面内の一部の被写体に対する撮影失
敗を防ぐことができる。
【０１０３】
請求項４の発明のカメラによれば、例えばカメラをパンニングさせながら連続撮影を行っ
ている場合に、ある撮影位置で急激に被写体輝度が変化したような時には該露出値変更手
段が露光直前測光値に基づく露出値を該設定露出補正値により自動的に露出補正して露出
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決定を行うので、該撮影位置での撮影を撮影者の意図した露出値によって撮影することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一実施例のカメラの機能及び制御動作を示すフローチャートで、（ａ
）は前段動作、（ｂ）は後段動作である。
【図２】図１のフローチャートにおいて、ステップ５８の詳細を示すサブルーチンのフロ
ーチャート。
【図３】本発明を適用して構成されるカメラの電気的構成の概略図。
【図４】（ａ）は該カメラを上から見た状態の平面図、（ｂ）は第一実施例のカメラのＩ
Ｍスイッチの拡大図。
【図５】第一実施例のカメラにおいてＩＭモードが設定された場合のファインダー内表示
の一例を示した図。
【図６】該カメラのモードセレクタ２２の拡大平面図。
【図７】第一実施例のカメラにおいてＩＭモードが設定されている場合の外部液晶表示器
における表示を示した図。
【図８】第一実施例のカメラにおいてＩＭモードが設定されていない場合の外部液晶表示
器における表示を示した図。
【図９】第一実施例のカメラにおいてＩＭモード設定中の外部液晶表示器の表示を示した
図。
【図１０】第一実施例のカメラにおいてＩＭモード設定中のファインダー内表示を示した
図。
【図１１】第二実施例のカメラにおけるＩＭスイッチ３０の拡大平面図。
【図１２】第二実施例のカメラにおいてＩＭモードが設定された状態での外部液晶表示器
における表示を示した図。
【図１３】第三実施例のカメラの機能及び動作を示すフローチャート。
【図１４】第四実施例のカメラにおいてＩＭモードが設定された時の外部液晶表示器にお
ける表示を示した図。
【図１５】本発明のカメラ及び従来のカメラに装備されている多分割測光センサーによる
撮影画面の分割領域の一例を示した図。
【符号の説明】
１…マイクロコンピュータ　　　　　　２…測光ＩＣ
３…レンズ制御回路　　　　　　　　　４…レンズ
５…調光センサＩＣ　　　　　　　　　６…外付けストロボ接点
７…内蔵ストロボ　　　　　　　　　　８…焦点検出ユニット
９…写し込み回路　　　　　　　　　　１０…ＤＣ－ＤＣコンバータ
１１…メモリ　　　　　　　　　　　　１２…液晶表示回路
１３…フィルム給送用フォトリフレクタ
１４…ＤＸコード　　　　　　　　　　１５…スイッチセンス回路
１６…シャッター　　　　　　　　　　１７…モータドライバー
１８…モーター　　　　　　　　　　　１９…赤目緩和ランプ
２０…発振回路　　　　　　　　　　　２１…電池
２２…モードセレクタ　　　　　　　　２３…ストロボアップスイッチ
２４…メインダイアル　　　　　　　　２５…サブダイアル
２６…ＡＥロック釦　　　　　　　　　２７…給送モード設定スイッチ
２８…オートフォーカスモードスイッチ
２９…レリーズボタン　　　　　　　　３０…ＩＭスイッチ
３１…液晶パネル　　　　　　　　　　３２…オートフォーカススイッチ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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